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令和６年度情報公開・個人情報保護の開示状況
■■問本所公文書管理室☎25‐2111内線314、市議会事務局☎35‐1908

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（　）内は対象の公文書数

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 41 25（299） 31（1,016） 12 0

内訳

①市長部局…21
②教育委員会…16
③消防…3
④議会…1

①11（261）
②13（37）
③‐
④1（1）

①15（785）
②14（219）
③2（12）
④ ‐

① 3
② 7（‐）
③ 2（‐）

【個人情報保護】

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 1 ‐ 1（1） ‐ ０

内訳
①消防…1
②議会…0

①‐
②‐

①1（1）
②‐

① ‐
② ‐ 0

　令和６年度の情報公開
及び個人情報保護の開示
状況をお知らせします。
　選挙管理委員会、荘内
病院、監査委員、農業委
員会、固定資産評価審査
委員会は請求件数が０件
のため掲載していません。
　１つの開示請求に対し
複数の決定が行われる場
合があるため、請求の件
数と決定等の件数は一致
しません。

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

開かれた市政を 

令和６年度審議会等公開及び意見公募の実績
■■問本所公文書管理室☎25‐2111内線314

　市では、市政への市民参画や市政の透明化を目指し、審議会等の公開や市が作成した計画等に対する意見
公募（パブリック・コメント）を行っています。令和６年度の実績をお知らせします。

【審議会等公開】 【意見公募】

担当 公募件数 寄せられた意見の数
市長部局 6 118

教育委員会 2 143
合計 8 261

担当 審議会等の回数 内、公開された回数
市長部局 40 33

教育委員会 12 12
荘内病院 1 1

合計 53 46

■■問子育て推進課（にこ♥ふる）☎26‐0173

■■日７月30日○水 ・31日○木 、８月６日○水 ・７日○木 （全４回）
■■場にこ♥ふる
■■対����市内在住の小学５年～中学３年生15人（応募多数の場合は抽せん）
■■申��６月27日○金 まで申込みフォームで　　

テーマは「みんなが行きたいプレイパーク（屋外遊び場）について考えよう」

令和７年度こども会議の委員を募集します

　子供や若者の視点に立ったまちづくりを目指すため、直接子供から意見を聞く「こども会議」を実施します。
現地視察や意見交換を通じ、遊び場の在り方について考えや意見を聞きます。

開催時間等
詳しくは市HP
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藤
沢
周
平
記
念
館　

学
芸
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
募
集

■■
募
集
職
種　

学
芸
員
若
干
名　

■■
任
用
期

間　

令
和
７
年
10
月
１
日
～
８
年
３
月
31
日　

■■申
７
月
11
日
○金
ま
で
必
要
書
類
を
郵
送
ま
た

は
直
接
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０
へ

■■他
HP地

域
住
民
の
声
を
施
策
に
反
映
し
ま
す 

地
域
振
興
懇
談
会　

委
員
募
集

■■対
各
地
域
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以

上
の
方
各
４
人
以
内　

■■
任
期　

令
和
９
年

３
月
ま
で　

■■申
６
月
16
日
○月
ま
で
藤
島
庁
舎

総
務
企
画
課
☎
64
‐
５
８
０
２
、
羽
黒
庁
舎

同
課
☎
26
‐
８
７
１
１
、
櫛
引
庁
舎
同
課
☎

57
‐
２
１
１
１
、
温
海
庁
舎
同
課
☎
43
‐
４

６
１
１
、
朝
日
庁
舎
地
域
づ
く
り

推
進
課
☎
53
‐
２
１
１
２
へ

個
別
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

■■日
６
月
１
日
○日
～
９
月
30
日
○火
の
開
院
日

■■場
市
内
医
療
機
関　

■■対
昭
和
31
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）　

■■持
特
定
健
診
受
診
券
、
医
療
保

険
被
保
険
者
証　

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
３
１　

■■他
医
療
機
関
に
予
約
な

ど
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

出
産
後
で
も
申
請
で
き
ま
す 

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者　

②
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降　

③
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産

（
死
産
・
流
産
・
早
産
を
含
む
）　

■■
届
出　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら　

■■問
鶴
岡
年

金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国
保
年

金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は
地
域

づ
く
り
推
進
課
）
へ　

■■他
市
HP

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療
証

更
新
の
お
知
ら
せ

　

現
在
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、

受
給
資
格
要
件
、
所
得
要
件
の
確
認
を
行
い
、

対
象
と
な
る
場
合
は
６
月
30
日
○月
ま
で
に
医

療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

前
年
度
ま
で
該
当
し
て
い
な
か
っ
た
方
な

ど
、
新
た
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
健
康
保
険
証
等
、
印
鑑
、
障
害
者
手

帳
等
、
窓
口
に
来
る
方
の
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は

地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ

福
祉
医
療
証
（
身○
・
子○
・
親○
）

を
お
持
ち
の
方
へ

▼
医
療
費
の
払
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す　

県

外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療

市
政

健
康
・
福
祉
・
年
金

つるおか住宅活性化ネットワーク 鶴岡産材普及促進事業 

鶴岡産木材を使用した『つるおか住宅』の新築に補助します
■■申本所建築課内「つるおか住宅活性化ネットワーク」事務局☎35‐1428

　鶴岡産の木材を使い、市内の設計・建築業者が建てる「つるおか住宅」を新築し、自ら居住する世帯に補助しま
す。要件がいくつかありますので、HPをご覧いただくか、お問い合わせください。

■補助額
　�一般枠…20万円（前期５件・後期２件）
　移住・新婚・子育て枠…25万円（前期５件・後期３件）
　�中心市街地枠…50万円（通期・先着５件）
　※��移住世帯：令和２年４月１日以降に市内に転入し
た、または実績報告書提出までに転入する世帯。

　※�新婚世帯：令和２年４月１日以降に婚姻した、ま
たは実績報告書提出までに婚姻する世帯。

　※子育て世帯：平成19年４月２日以降に生まれた
　　子供がいる世帯。
■募集期間
　前期…６月27日○金まで
　後期…８月１日○金～10月10日○金

※�予算の範囲内で行うため、募集期間中に
　終了する場合があります。

■■問本所総務課つるおか広報室☎35‐1117

市長と直接対話による意見交換を行いませんか

「市長との対話集会」の開催団体を募集します

　入し、直接、郵送、または電子メールで本所総務課　
　つるおか広報室（〒997‐8601市内馬場町９‐25、
　 tsuruoka@city.tsuruoka.yamagata.jp）へ　
■■他ダウンロードできない場合は同室または各
　地域庁舎総務企画課（朝日庁舎は地域づく
　り推進課）にご連絡ください

■■日開催を希望する団体等と調整し決定します
■■場会場の手配・準備等は申込み団体でお願いします
■■対����市内で活動している団体やグループ（�営利目的、宗
　�教・思想・政治等の目的の団体はご遠慮ください）
■■内市長の話、意見交換等（合わせて１時間30分程度）
■■申������開催希望票（市HPでダウンロード）に必要事項を記 市HP
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

機
関
窓
口
で
の
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
よ
り
払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■■持
領
収
書
、
健
康
保
険
証
等
、
福
祉
医
療
証
、

通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険
で
扶
養

し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）、
窓
口
に
来
る

方
の
本
人
確
認
書
類

▼
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
場
合
は
手
続
き
が

必
要
で
す　

福
祉
医
療
証
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
と
一
緒
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。
健
康
保

険
が
変
わ
っ
た
場
合
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

■■持
新
し
い
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
等
、
福
祉

医
療
証
、
窓
口
に
来
る
方
の
本
人
確
認
書
類

▼
限
度
額
適
用
認
定
証　

入
院
等
で
医
療
費

が
高
額
に
な
る
と
き
は
、
事
前
に
保
険
者
に

限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を
行
い
、
医
療

機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
に
よ
り
、

食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■■申
各
医
療
保
険
者
（
市
〈
国
民
健
康
保
険
〉、

各
健
康
保
険
組
合
等
）

▼
高
額
療
養
費
代
理
請
求
・
返
還
に
ご
協
力

く
だ
さ
い　

対
象
と
な
る
方
に
書
類
を
送
付

し
ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
共
通　　

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２

９
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝

日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療　

資
格
確
認

書
を
今
年
も
送
付
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

方
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、令
和
８
年
７
月
末
ま
で
使
用
で
き
る「
資

格
確
認
書
」
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い
方
で
も
、
こ
れ
ま
で

の
被
保
険
者
証
と
同
様
に
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具

類
の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
世
帯　

②
市
民
税
非
課
税
世
帯　

③
寝

具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難　

④
要
支
援
も
し

く
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当
す
る　

■■内
市
が

委
託
し
た
業
者
が
寝
具
（
掛
布
団
・
敷
布
団

・
毛
布
・
マ
ッ
ト
レ
ス
）
を
洗
濯
・
乾
燥
・

消
毒
（
１
人
年
２
回
、
１
回
に
つ
き
３
点
ま

で
）　

■■
自
己
負
担　

費
用
の
１
割
相
当　

■■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
35
‐
１
２
７
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は
地

域
づ
く
り
推
進
課
）
へ

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の
設
置

　

高
齢
者
等
の
世
帯
に
、
通
報
や
双
方
向
の

会
話
が
で
き
る
通
信
機
器
を
設
置
し
、
生
活

・
健
康
等
に
関
す
る
相
談
や
、
安
否
確
認
、

緊
急
事
態
へ
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

■■対
一
人
暮
ら
し
の
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
居

の
家
族
全
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯　

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
要
支
援

も
し
く
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当
す
る
方
、
突
発

的
に
生
命
に
危
険
な
症
状
が
発
生
す
る
持
病

を
持
っ
て
い
る
方　

②
障
害
者
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を
所
持
す
る
方
、
突

発
的
に
生
命
に
危
険
な
症
状
が
発
生
す
る
持

病
を
持
っ
て
い
る
方　

■■申
高
齢
者
…
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
☎
35
‐
１
２
７
４
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り

推
進
課
）
へ　

障
害
の
あ
る
方
…
本
所
福
祉

課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

完
全
予
約
制　

 

耳
や
手
足
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
巡
回
相
談

■■日
７
月
９
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
18
歳
以
上
で
、
新
た
に
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
方
（
聴
覚
の

み
）、
ま
た
既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で

程
度
を
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交
付
を

希
望
す
る
方
等（
現
在
治
療
中
の
方
を
除
く
）　

■■
相
談
科
目　

聴
覚
、
肢
体
（
手
帳
を
お
持

ち
の
方
）
各
６
人　

■■持
健
康
保
険
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
（
交
付
済
み
の
方
）　

■■申
７
月

１
日
○火
～
４
日
○金
に
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１

２
７
３
ま
た
は
FAX
25
‐
９
５
０
０
ヘ

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
の
皆
様
へ　

 
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

■■対
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者

の
妻
や
父
母
）
が
い
な
い
場
合
に
、
戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
（
配
偶
者
、
子
、
兄

弟
姉
妹
、
支
給
要
件
を
満
た
す
お
い
・
め
い
）

の
う
ち
先
順
位
者
1
人　

■■
支
給
額　

額
面

27
万
5
千
円（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）　

■■持

身
分
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）　

■■申
事
前
に
連
絡
の
上
、
令
和
10
年
３
月
31
日

ま
で
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は
地

域
づ
く
り
推
進
課
）
へ

あ
な
た
の
ま
ち
や
職
場
に
出
張
し
ま
す　

 

介
護
保
険
出
前
教
室

　

介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
っ
て
も
適
切

に
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
、
本
人

も
家
族
も
で
き
る
だ

け
安
心
し
て
前
向
き

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

介
護
保
険
の
知
っ
て

お
き
た
い
情
報
を
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

■■対
地
域
住
民
、
各
種
団
体
、
職
域
な
ど
５
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ　

■■内
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
、
利
用
方
法
、
利
用
料
と
保
険
料
な

ど　

■■申
開
催
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
本
所

長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
７
７
へ　

■■他
市
HP

　
支
給
日
は
６
月
13
日
○金
で
す 

６
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　　

高
校
生
年
代
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い

子
育
て
・
教
育
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る
方
に
年
６
回
（
偶
数
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

■■問
子
育
て
推
進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐

０
１
７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ

６
月
10
日
に
郵
送
す
る
市
・
県
民
税 

納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　　

６
月
10
日
○火
に
市
・
県
民
税
納
税
通
知
書

を
発
送
し
ま
す
。
令
和
7
年
度
の
市
・
県
民

税
は
昨
年
中
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
、
今

年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
市
区
町

村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

■■対
普
通
徴
収
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
方　

■■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐

１
１
６
９　

■■他
市
HP
・
ラ
イ
ン

▼
市
・
県
民
税
等
、
市
税
の
納
付
は
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す　

納
付
書
払
い
か
ら
口

座
振
替
に
変
更
し
た
い
方
は
、
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ま
た
、
納

付
書
払
い
の
方
は
、
各
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ

ニ
、
一
部
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

で
納
付
で
き
ま
す
。
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

の
方
は
、
口
座
振
替
や
納
付
書
払
い
に
は
変

更
で
き
ま
せ
ん
。

二
輪
の
小
型
自
動
車
も
車
検
時
の
納
税

証
明
書
の
提
示
が
不
要
と
な
り
ま
す

　

令
和
７
年
4
月
か
ら
、
二
輪
の
小
型
自
動

車
も
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
が
不

要
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
名
義
変
更
等
、

証
明
書
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、
本
所
課
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#88

　

我
が
家
に
、
春
の
お
祭
り
の
季
節
に
な

る
と
飾
ら
れ
る
び
ょ
う
ぶ
が
あ
っ
た
。
加

藤
清
正
公
・
忠
廣
公
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る

櫛
引
地
域
丸
岡
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
だ
と

い
う
。

　

4
月
25
日
、
成
澤
教
育
長
と
と
も
に
熊

本
県
熊
本
市
を
訪
問
し
、
相
互
交
流
に
係

る
連
携
協
定
に
署
名
し
た
。
本
市
と
熊
本

市
で
は
、
加
藤
清
正
公
・
忠
廣
公
と
の
ご

縁
か
ら
、
長
い
間
、
相
互
の
信
頼
と
尊
敬

を
礎
と
し
た
民
間
交
流
が
育
ま
れ
て
き
た
。

昨
年
6
月
に
は
、
大
西
熊
本
市
長
か
ら
ご

来
鶴
い
た
だ
き
、
防
災
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
し
た
ほ
か
、
本
年
2
月
に
は
布
川

前
教
育
長
が
熊
本
市
を
訪
問
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
友
好
関
係
を
礎
と
し
て
、
歴

史
、
文
化
、
教
育
な
ど
、
両
市
の
経
験
や

知
見
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
市
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
双
方
が
抱
え
る

課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
相
互
交
流
に
係
る
連

携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今

後
、
こ
れ
ま
で
の
民
間
交
流
に
加
え
、
新

た
に
熊
本
市
立
壺こ

せ
ん川
小
学
校
と
櫛
引
西
小

学
校
、
熊
本
市
立
京け

い
り
ょ
う陵中
学
校
と
櫛
引
中

学
校
、
熊
本
市
立
熊
本
博
物
館
と
鶴
岡
市

立
図
書
館
な
ど
と
の
双
方
向
の
対
話
、
交

流
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
年
は
、
平
成
の
大
合
併
か
ら
20
周
年

の
節
目
の
年
。
本
市
の
各
旧
市
町
村
で
は
、

歴
史
に
根
差
し
た
都
市
交
流
の
盟
約
を
締

結
し
て
き
た
が
、
旧
櫛
引
町
で
は
具
体
的

な
盟
約
ま
で
に
は
至
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

今
般
の
協
定
に
基
づ
く
官
民
に
お
け
る
多

様
な
分
野
で
の
交
流
の
先
に
、
更
な
る
展

望
が
開
け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
5
月
4
日
、

5
日
、
妻
の
故
郷
で
あ
る
宮
城
県
石
巻
市

を
訪
問
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
前
日
に

他
界
し
た
義
父
の
お
墓
参
り
に
行
き
、
災

害
復
興
住
宅
で
暮
ら
す
義
母
に
会
う
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と

行
け
な
か
っ
た
場
所
を
訪
問
し
た
。
震
災

遺
構
と
な
っ
て
い
る
旧
大
川
小
学
校
の
校

舎
で
あ
る
。
ね
じ
り
倒
さ
れ
た
渡
り
廊
下

は
、
地
震
、
津
波
が
生
み
出
す
力
を
ま
ざ

ま
ざ
と
示
し
て
い
た
。

　

大
川
小
学
校
の
あ
っ
た
釜
屋
地
区
は
、

北
上
川
の
河
口
か
ら
離
れ
て
お
り
、
津
波

や
水
害
と
は
し
ば
ら
く
縁
の
な
か
っ
た
場

所
だ
っ
た
と
い
う
。
津
波
が
押
し
寄
せ
た

校
庭
か
ら
避
難
に
向
か
っ
て
ほ
し
か
っ
た

裏
山
ま
で
は
、
ほ
ん
の
僅
か
の
距
離
の
よ

う
に
思
わ
れ
た
。
ま
さ
か
大
津
波
が
地
域

を
丸
ご
と
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
と
は
。
も

う
あ
の
日
あ
の
と
き
は
帰
ら
な
い
こ
と
を
、

た
だ
た
だ
感
じ
、
祈
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

石
巻
か
ら
戻
っ
た
翌
日
の
5
月
6
日
、

鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
で
、
そ
の
大
川
小

学
校
を
テ
ー
マ
と
し
た
２
本
の
映
画
を
鑑

賞
し
た
。
3
月
11
日
の
あ
の
日
、
私
は
石

巻
市
の
日
和
山
か
ら
津
波
の
猛
威
を
目
の

当
た
り
に
し
て
い
た
。
私
も
、
ま
さ
か
あ

そ
こ
ま
で
猛
烈
な
津
波
が
押
し
寄
せ
て
く

る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。
歴
史
、
教

訓
か
ら
学
び
、
未
来
の
命
を
守
る
、
そ
の

遺
構
、
映
画
は
語
り
掛
け
て
い
た
。

税
課
ま
た
は
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日

庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推
進
課
）
で
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
納
税
課
☎
35
‐
１
１
８
３

事
業
系
ご
み
は
ご
み
ス
テ
ー 

シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん

　

会
社
や
商
店
、
飲
食
店
、
医
院
、
農
林
漁

業
な
ど
の
事
業
活
動
で
生
じ
た
ご
み
は
、
次

の
区
分
ご
と
に
、
事
業
者
自
ら
の
責
任
で
適

正
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
事
業
系
一
般
廃
棄
物　

紙
く
ず
や
せ
ん
定

枝
、
生
ご
み
な
ど
は
、
市
の
ご
み
焼
却
施
設

に
直
接
持
ち
込
む
か
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業

許
可
業
者
（
２
次
元
コ
ー
ド
参
照
）
に
処
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
（
ど
ち
ら
も
有
料
）。

ご
み
焼
却
施
設
に
搬
入
す
る
場
合
は
、
中
身

が
確
認
で
き
る
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▼
産
業
廃
棄
物　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
金

属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
な
ど
は
、
産
業
廃
棄

物
処
理
業
許
可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
（
有
料
）。

■■問
環
境
政
策
課
（
つ
る
お
か
エ
コ

フ
ァ
イ
ア
内
）
☎
22
‐
２
８
４
８

農
薬
の
適
正
使
用
に
努
め
ま
し

ょ
う

　

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
使
用
基
準
の

確
認
や
適
正
な
保
管
管
理
・
処
分
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
散
布
時
は
風
向
き
に
注
意

税

生
活
・
そ
の
他
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降
矢
川
（
三
瀬
地
内
）】、
藤
島
地
域
【
藤
島

川
】、
羽
黒
地
域
【
藤
島
川
、
今
野
川
、
黒

瀬
川
、
小
黒
川
】、
朝
日
地
域
【
赤
川
、
上

田
沢
川
、
青
竜
川
、
倉
沢
川
、
戸
沢
川
等
】　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
鶴
岡
地
域
【
内
川
左

岸
（
坂
本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋
～
内
川
橋
）、

内
川
右
岸
（
割
目
橋
～
坂
本
橋
周
辺
及
び

天
池
橋
～
三
次
郎
橋
）、
降
矢
川
（
中
山
地

内
）、
藤
倉
川
（
中
山
地
内
）、
大
戸
川
（
大

広
～
大
荒
）】、
温
海
地
域
【
五
十
川
、
温
海

川
、
庄
内
小
国
川
、
鼠
ヶ
関
川
等
】　

■■問
本

所
土
木
課
☎
35
‐
１
４
０
３
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
産
業
建
設
課
へ

■■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
6
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
～
鼠
ヶ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時
～

７
時
…
三
瀬
海
岸　

▽
午
前
６
時
30
分
～

８
時
30
分
…
加
茂
海

岸　

▼
７
月
13
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
７
時

…
小
波
渡
海
岸　

■■問

海
岸
地
域
の
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

土
地
売
買
の
際
は 

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
17
地
点
）
を
選
ん
で
、
そ

の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売

買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土

地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。

　

地
価
公
示
書
は
、
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１

４
２
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
で

閲
覧
で
き
、
県
HP
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

７
月
４
日
○金
午
後
２
時
に
津
波

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
津
波
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
や

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
災
害
と

間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル

の
送
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気
象
情

報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏
山
を

見
回
る
な
ど
身
の
周
り
に
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
点
検
し
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

６
月
は
環
境
月
間 

６
月
５
日
は
環
境
の
日

　

環
境
問
題
は
、
私
た
ち
の
生
活
や
地
球
全

体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
グ
リ

ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る
、
き
ち
ん
と
ご

み
の
分
別
を
す
る
、
で
き
る
だ
け
宅
配
便
を

１
回
で
受
け
取
る
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
は
小

さ
な
こ
と
で
も
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取

り
組
み
が
、
地
球
を
守
る
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
緒
に
始
め
ま

し
、
周
辺
ほ
場
・
住
宅
地
等
へ
の
飛
散
防
止

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐

１
２
９
５
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
、

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
よ
る
保
守
点

検
や
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者
に
よ
る
清
掃
の

ほ
か
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質

保
全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）

に
よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
環
境
を
守

る
た
め
必
ず
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

■■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
29
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…

鶴
岡
地
域
【
大
戸
川
（
大
荒
～
火
打
崎
橋
）、

矢
引
川
（
矢
引
～
大
荒
）】　

▼
７
月
６
日
○日　

▽
午
前
５
時
～
７
時
…
櫛
引
地
域
【
田
沢
川
、

角
田
川
、
水
無
川
、
相
模
川
、
山
谷
川
、
馬

渡
川
】　

▽
午
前
６
時
～
７
時
…
鶴
岡
地
域

【
大
山
川
（
石
山
橋
～

新
橋
）（
坂
野
下
～
新

橋
）、
少
連
寺
川
（
少

連
寺
～
大
山
川
合
流

点
）、
砂
谷
川
（
砂
谷

～
東
目
）、三
瀬
川
（
水

無
～
三
瀬
川
河
口
）、

し
ょ
う
。

■■問
環
境
政
策
課
☎
35
‐
０
１
６
０

透
き
通
る 

誇
れ
る
水
に 

感
謝
す
る 

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業
で
は
、
本
市
と
三
川
町

に
１
日
平
均
４
万
２
、
８
０
０
㎥
の
水
を
供

給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水

道
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
私
た

ち
の
生
活
や
産
業
活
動
に
不
可
欠
な
水
道
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

危
険
物 

無
事
故
へ
挑
む 

ゴ
ン
グ
鳴
る 

６
月
８
日
～
14
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、
事

業
所
等
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全
確

保
の
重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
は
、
自
主
保

安
体
制
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
各

家
庭
で
灯
油
等
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
流
出

さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

日
本
赤
十
字
社
鶴
岡
市
地
区 

会
員
加
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
６
月
・
７
月
は
「
会
員
増
強
運
動
月
間
」　

期
間
中
、
会
員
加
入
と
会
費
の
増
収
に
向
け

て
活
動
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
令
和
６
年
度
決
算
・
活
動
報
告　

■■
会
費
合
計　

２
、
７
８
０
万
９
、
８
７
０

円　

■■
会
員
数　

個
人
…
２
万
７
、
３
７
９
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や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

人　

法
人
…
４
７
０
件　

■■
義
援
金
合
計　

２
７
８
万
６
８
５
円　

　

多
額
の
会
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
全
額
を
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支

部
に
送
金
し
ま
し
た
。
国
内
外
で
の
災
害
対

応
、
復
興
支
援
、
防
災
活
動
な
ど
に
有
効
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
２
学
区
…
髙
橋
勲
（
本
町
１
丁
目
第

３
・
昭
和
町
第
３
）、齋
藤
久
雄
（
ほ
な
み
町
）　

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

に
補
助
し
ま
す

　

崖
地
の
崩
壊
等
、
住
民
の
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
に
建
っ
て
い
る

危
険
住
宅
を
安
全
な
場
所
に
移
転
す
る
た
め

に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
移
転
す
る
年
の
前
年
度
８
月
ま

で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■■
補
助
金
額　

▽
危
険
住
宅
の
解
体
費
用
補

助
…
解
体
す
る
住
宅
の
面
積
１
㎡
当
た
り
最

大
３
万
２
、
０
０
０
円　

▽
引
っ
越
し
費
用

補
助
…
最
大
97
万
５
、
０
０
０
円　

▽
新
た

な
住
宅
の
建
設
・
土
地
の
取
得
に
か
か
る
借

入
金
の
利
子
補
給
…
最
大
４
２
１
万
円　

■■問

本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２　

■■他
空
き
家

は
対
象
外
。
市
HP

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

■■対����①飼い主のいない猫　②生活保護世帯に飼育されている猫で、近所に糞尿等の迷惑行為があるもの
　※①②ともに、第三者の証明（署名）が必要。
■補助金額　メス…1万4,000円　オス…7,000円
　※いずれも１頭の上限額。
　※補助金交付決定前の手術は補助の対象となりません。事前にご相談ください。

飼い主のいない猫への不妊去勢手術費用補助制度

　市では、飼い主のいない猫等の繁殖を抑制し、糞尿等の被害を低減させるとともに、市民の皆様に動物愛護精
神を広く持っていただくため、不妊・去勢手術を実施する方に対し、手術費用の一部を補助します。

■■問藤島庁舎市民福祉課☎64‐5810、羽黒庁舎産業建設課☎26‐8776、櫛引庁舎市民福祉課☎57‐2116
健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

長沼温泉ぽっぽの湯、やまぶし温泉ゆぽか、くしびき温泉ゆ～Town、湯野浜公衆浴場

温泉施設の入浴料を改定します

　物価高騰等による経費の増大に対応するため、７月１日○火から入浴料を次のとおり改定します。

申請の流れなど
詳しくは市HP

区分
利用料金

中学生以上 小学生

長沼温泉ぽっぽの湯☎64‐4126
やまぶし温泉ゆぽか☎62‐4855

くしびき温泉ゆ～Town☎57‐4313

１回券 500円 220円
11回券 5,000円 2,200円
24回券 10,000円 4,400円

１か月券 11,000円 4,900円

区分
利用料金

中学生以上 小学生

湯野浜上区公衆浴場
１回券 290円 110円
12回券 2,900円 990円

湯野浜下区公衆浴場
１回券 400円 220円
12回券 4,000円 1,980円

■■他��小学生の料金は変更ありません。料金には入湯税を含みます。団体料金・個室使用料等は各施設に問い合わせ
ください。６月30日○月までに購入した回数券は、改正後の入浴料との差額を支払わなくても利用できます。


